
富山跨線橋拡幅工事の概要
　豊田新屋立体化事業は、富山外郭環状道路のう

ち富山市小西～同市粟島町間延長 2.9km を立体

化（高架化）する事業です。本事業の実施により

国道８号を通過する交通と沿線から出入りする交

通（側道を通る交通）が分離されるため、国道８

号の渋滞が緩和し、事故も削減することが期待さ

れます。

　施工ステップは、ニュースレター第 13 号で紹

介した射水市内の「坂東立体化事業」と概ね同様

の流れとなります。

　現在の交通を止めることは出来ないため、立体

化工事を始める前に現国道８号の脇（外側）に側

道を整備し、整備した側道に現在の交通を移すこ

とになります。その側道整備の一環として、富山

跨線橋の拡幅工事を行います。橋梁の拡幅工事は

通常の工事よりも時間が必要なため、先行的に着

手します。

　富山跨線橋の拡幅部は、側道から本線に合流す

るための加速車線、本線から側道へ行くための減

速車線の役目を果たします。下の図が拡幅したイ

メージとなります。
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拡大図の中の黒の四角で塗りつぶしたところに橋台と橋脚をつくるよ。

橋台や橋脚の工事をするためには、まずはじめに進入路を整備するんだよ。
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今後の予定は、裏面をご覧下さい。
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発行・お問い合わせ先

国土交通省
富山河川国道事務所
調査第二課・用地第二課
〒930-8537
富山市奥田新町２番１号
 TEL 076-443-4701(代表)
 FAX 076-443-4703

富山市役所
建設部　建設政策課
〒930-8510
富山市新桜町7-38
 TEL 076-443-2091(直通)
 FAX 076-443-2187
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　     国道８号豊田新屋立体事業に関しては下記までお気軽にお問い合わせ下さい。
　　● 用地の補償について　　　　　　　富山河川国道事務所　用地第二課　ＴＥＬ ０７６-４４３-４７０７（直通）
     ● 事業の計画・設計について　　　　富山河川国道事務所　調査第二課　ＴＥＬ ０７６-４４３-４７１７（直通）
　　● 事業に伴う市道等の計画について　富山市役所　建設部　建設政策課　ＴＥＬ ０７６-４４３-２０９１（直通）

【問い合わせ先】
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今はここです

【日時】　毎月第１,３,５水曜日 １３時～１７時

　　　　（年末年始・祝日・地区センター催事日除く）

【場所】　富山市豊田地区センター２階会議室

【ｱｸｾｽ】　国道８号豊田東交差点を北に進み

　　　　　　２つ目信号を左折

『国道８号豊田新屋相談窓口』開設中！！
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米田

　現在、豊田新屋立体の模型とパネルを富山河川国道事務所

1 階ロビーに展示しています。

　富山河川国道事務所は、 富山駅北口から約 700ｍに位置し

（詳細は右下図参照）、1 階は誰でも気軽に入ることが出来ます。

相談は事務所でも受け付けておりますので、ぜひお気軽に

お立ち寄りください。

富山駅
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豊田新屋立体模型やパネルの展示場所について

【模型・パネル設置風景】
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橋梁とその構造について
　橋梁とは山間部などの起伏に富んだ場所や川、線路など越えていかな

ければならない場所に設けられます。

　橋梁は大きく分けると２つの構造から成り立っています。まず、自動

車や歩行者の通行を支える「上部構造」と呼ばれるもの、そしてその上

部構造を支える「下部構造」というものです。新年度着手する工事は富

山跨線橋の下部構造を造るための工事となります。本欄では下部構造の

各名称と簡単な役割を説明します。

 ［①橋脚］

　　橋脚はみなさまが目にすることができ、デザイン性が求められる橋

　　梁の要となる部分です。

 ［②矢板］

　　フーチングなど地面より下に何かものを造る際に、周辺の土がこぼ 

　　れ落ちてこないように、土を留める役割を担っています。

 ［③フーチング］

　　自動車や上部構造、橋脚などの荷重を地面に分散させる役割を担っ

　　ています。施工後は、地面の中に埋まってしまう箇所です。

 ［④杭基礎］

　　橋脚を支持するのが基礎の役割です。杭は強固な地層まで入れるこ

　　とが基本で、事業周辺は強固な地層が約 50m 近く深いところにあ

　　ります。そのため杭の長さは 50m 級の長いものになります。
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